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－あなたこそ主治医－

自分のことは自分が一番よく知っている、自分を矢口っているのは、自分以外にはな
い筈です。
健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健

康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和36年創刊時の言葉より）

二日百医　633号

健康鼎談　学ぶ楽しさ旬歌う喜び　　　　6
田代美代子　伊藤信逸　横手久典

特集　老いを楽しむ金言・至言・名言　　　16

和漢薬研究所だより【本物づくり】第19回自然薬新規取扱店研修講座22

数若妻璧挙措　柔軟性の衰えは身も心も萎縮させる　　岩石＿　遠藤　隆3

ドク詣鶴　酸化ストレス～その2　健康なからだづくり　琵≡　福田伴男　4

コ弘　こんなことか！？30年前の今月は　　　　　　　　　　　　百事室橋　進　4

イン寄与そ盲腸鵠」いい人みつけた！　　　　　　全国自然薬研究会12

榊の周辺　オケラ　　　　　　　　　　　　　　　墓宰詣奈学　和田浩志14

あつこの独。書　何事も程度が問題　　　　　　　　　　茅まで　高橋章子15

マンガ　松菓町の一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　玄19

おやじのt菖　成人男性ふたりの申し出から得たもの　　萱等慧　井内活満20

雪雪しょぅ　子どもの気持ちを忘れずに　　　　　讐雪盲言方＿　荒巻シャケ20

エッセイ　日々是好日　　　　　　　　　　　　　　　　　昔天問かお目　21

雪竺甜　ダイコン　　　　　　　　　　　　　　　　真宗　野崎康弘22
ネ喜；；妄　東南アジアの森林とくらし　　　鮎豊海娼緑化　林　久晴23

覗
措
鞘
謝
禦
輔
■
堅

一
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
薬
局



和漢桑研免所だよ㌢

第19回亡

2013年6月21～23日、第19回自然薬新規取扱

店研修講座が麻）和漢薬研究所・赤城工場で開催
されました。ご参加14名の先生方から「感想文」
を送っていただきましたが、誌面の都合上、大

阪府イシダ薬品の石田光世先生による感想文を
編集して掲載させていただきます。

㈱和漢薬研究所を見学して豊かな自然の　［一

なかに高性能な機器、細部まで行き届いた

衛生管理、自然薬が‘本物づくり”の信念の

もと製造されていることを拝見し、深く感

制漢棄嘲究所見宇記念
平成25年　6月　218

銘しました。

田中会長からは、カポニー産業・和漢薬研究所、両社の創成期からの理念を熱く語っていただき感謝
しております。自然薬との「出会い」は人との緑によるものと心から感じております。大地の恵みに生

かされていることを心に刻みつつ、お客様とのご緑を広げていこうと感じました。

薬草栽培からの一貫製造等、見学させていただきました栽培地や、用意してくださった資料を読み、

本物づくりの強い信念を感じました。徹底した品質管理、三百数十項目にも及ぶ検査に合格した松寿仙
や製剤が出荷される工場の製造ラインを自身の目で確かめることができた体験は、お客様に本物をお勧

めできる自信となりました。

長寿の森林では、さわやかな空気を胸いっぱい吸いながら、落葉が何層にも重なった道に歩みを進め
ると、水を含んだ弾力が足底から全身に伝わり、目には鮮やかな青く茂った木々、耳には心地よい涼し

げな沢の水害や野鳥の鳴き声、本当に五感を刺激する事ができました。クマザサも沢山自生していまし

たが、実際に製品用として採取される場所はもっと背の高いクマザサの林であり、それを手早く刈られ

る手際の素晴らしさにも感動しました。クマやシカには遭遇しませんでしたが、本当に自然を大切にし

ているカポニー産業・和漢薬研究所、両社の企業姿勢
には頭が下がりました。自然薬を広める事業で、同時
に森林を守る支援もできるのは素晴らしいことです。

今回の研修会に参加させていただきましたこと、並
びに両社の皆様へ感謝いたします。ご参加の“同期”の先

生方には、初対面にもかかわらず、親しく接していた
だき、大変嬉しく思っております。本当にありがとう

ございました。

日嗣巴緊≡≡≡淵闇　　　　　　　　　ダイコン（斤印厄mJ古田がyuきし．vaLaCan的〟b〝n由Makino）

古くから日本人の食物として親しまれてきたダイコン。古事記に「大根根白の　白腕纏かずけばこそ」とあるように、昔の大

根は細身だったようです。江戸中期頃、品種改良が進み、今日の「青首大根」の原形ともいえる「宮重大根」など多数の品種が

作り出されました。

人見必大著『本朝食鑑』に、「よく食べ物を消化し、疫を除き、吐血、鼻血を止め、麺類や魚・肉・酒・豆腐の毒を解す」、ま

た、古代中国の医書には「色白の浄らかな肌になる」と書かれています。

では、ダイコンおろしをする場合、頭かしっぼかフ

しっばのほうが辛みが強く嫌がられるようですが、この辛味のイソチオシアナートという成分は、免疫・殺菌・消化作用を高め

る働きがあり、また、しっばのほうが、消化酵素のジアスターゼが30％も多いそうです。

胃腸を調え消化を助け、おろして豆腐やサンマ、麺類や肉と一緒に食べると食害を除いてくれるダイコンは、「お肌を美しくす

る」のも当然でしょうね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［自然薬師　野崎康弘］
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